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the end of beginning of an era， 1つの時代の始まり
はもう終わり，次の新しいシチュエーションに移りま
すよという意味で使ったのだと思います 泌尿器科だ


















































































































香川，ほか:対談シリーズ6 第91回日本j必尿器科学会総会 57 
小I1:卒後臨床研修必修化になりますと，今度は泌尿
器科の専門医というのを，誰がどこで育てるかという
問題が浮き上がってくると思います 今までは大学病
院が 1年なり半年なり，時には 2年なりの期聞を利用
して，泌尿器科医としての初期研修とプライマリーケ
アの一部を教えて，後は関連の病院にお願いしたりし
て臨床専門医を育ててきたというような歴史があるの
ですけれども，最初の2年間が全て卒後研修という形
になると，本当の意味でのJ必尿器科の初期研修を，誰
が，どこで，どういうふうにするかということが問題
になってくると思うのです
香川1:それは大変難しいですね.やはり 2年の臨床研
修が終わってから，もう一回初めからということにな
りますね.問題は，いろいろな場所で卒後臨床研修の
2年聞を経験した人が泌尿器科の専門研修のために，
大学へ帰ってくるかどうかということです そして，
大学へ帰って来なかったときに，ちゃんと責任を持っ
て専門医を養成できる病院がどれだけあるのかという
ようなことになるでしょう.学会が主導してやるのが
良いか悪いかは別として，専門医教育の責任体制が関
われてくると思います
小1: 2年間の研修の聞にいろいろなことが研修医に
は見えてくると思います その中で泌尿器科の魅力，
要するにいったい泌尿器科医にはどのようなインセン
ティブがあるのかをどのくらい泌尿器科学会とかわれ
かれが提示できるかというのも大きい問題だと思いま
す
現在の学生とかに聞いても，外科領域を希望する人
が非常に少ないのです いろいろ話を聞いてみると，
彼らはやっぱり不安なのです 自分が5-6年後にど
ういう医師になっているかという目標がはっきりして
ないー外科医はやっぱり技術的な面があるから，全員
が topsurgeonとして生き延びていくわけにもいか
ないでしょう.そういうときに自分はどうし寸選択枝
があるかということがちゃんと提示されてないので，
非常に不安に思っているようです 専門医養成にして
も良い教育プログラムの提供が必須でしょう.
香川| そういう意味ではやっぱり今度の卒後臨床研修
の必修化というのは不安材料にまた不安を上塗りして
いるように思います.マ yチングがあって，どこに行
かされるかわからない.自分の大学，徳島を卒業しな
がら徳島の大学にも置いてくれないのですから，悲観
的に考える学生もいます プログラムもまだ提示され
てない段階で，すでにマッチングの話が出てきていま
す 彼らは今非常に不安がっていますね.やはり，ス
テップ・パイ ステップでいってないから，下がぐら
ぐらしているのに上にそーと積み上げているように思
えます
小川 そういう不安定な卒後臨床研修必修化が開始さ
れるなかで，専門医制度も改革され，さらに国立大学
病院は法人化されるでしょう.その中で，われわれは
どう対応していったらよいのでしょう.今回の総会の
テーマにまたもどってしまいました.良い学会となる
ことを期待しております どうも本日はありがとうご
ざいました.
